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京都工芸繊維大学工芸科学部の設置計画の概要

事前相談事項 教員審査の省略 認可又は届出

名称 京 都 工 芸 繊 維 大 学 設置者 国立大学法人 京都工芸繊維大学 開設予定年度 平成１８年度

位置 京都市左京区松ヶ崎橋上町１番地 大学の学部設置計 画 の 種 類

既 設 学 部 等 新 規 学 部 等

計

編 入 学 定 員 又は 研究科等の種類 編入学定員 又は 研究科等の種類研究科・専攻名 入学定員 収容定員 学位 称号 研究科・専攻名 入学定員 収容定員 学位 称号

画 人 人 人 人 人 人

工芸科学部工芸学部

(昼間コース) (昼間コース)

農学関係の ８３ ３３２ 工学関係 応用生物学課程 ５０ ２００機械システム工学科 学士(工学） 学士(農学)

工学関係電 子 情 報 工 学 科 １１２ ４４８ 工学関係 ５０ ２００学士(工学） 学士(工学)生体分子工学課程
高分子機能工学課程 工学関係物質工学科 ８３ ３３２ 工学関係 ５０ ２００学士(工学） 学士(工学)

工学関係概 造形工学科 １０７ ４２８ 工学関係 物質工学課程 ６５ ２６０学士(工学） 学士(工学)

工学関係学部共通 １０ ２０ ６０ ２４０電子システム工学課程 学士(工学)

工学関係(夜間主コース) 情報工学課程 ６０ ２４０ 学士(工学)

工学関係要 ２５ ５ １１０ 工学関係 ８５ ３４０機械システム工学科 機械システム工学課程学士(工学） 学士(工学)

工学関係電 子 情 報 工 学 科 デザイン経営工学課程３０ ５ １３０ 工学関係 ４０ １６０学士(工学） 学士(工学)

物質工学科 ２０ ５ ９０ 工学関係 (昼夜開講)学士(工学）

工学関係造形工学科 １０ ５ ５０ ) 工学関係 造形工学課程 １２５ ５００学士(工学 学士(工学)

計 ４７０ ３０ １９４０ (昼間コース)

工学関係学部共通 ４５ ９０ 学士(工学)

繊維学部 (夜間主コース)

工学関係(昼間コース) ４０ ５ １７０先端科学技術課程 学士(工学)

応用生物学科 ５７ ２２８ 農学関係 計 ６２５ ５０ ２６００学士(農学）

高分子学科 ９０ ３６０ 工学関係学士(工学）

２８ １１２ 工学関係デザイン経営工学科 学士(工学）

学部共通 １０ ２０

(夜間主コース)

応用生物学科 ２０ ８０ 農学関係学士(農学）

高分子学科 １５ ６０ 工学関係学士(工学）

１０ ４０ 工学関係デザイン経営工学科 学士(工学）

学部共通 １０ ２０

【廃止】

計 ２２０ ２０ ９２０

備 ・ 先端科学技術課程は造形工学課程を除く学部共通。

・ 平成１８年４月から学生募集を停止し、在学生の卒業を待って廃止。

考 工芸学部

(昼間コース)

（△ ８３名）機械システム工学科

（△１１２名）電 子 情 報 工 学 科
物質工学科 （△ ８３名）

造形工学科 （△１０７名）

(夜間主コース)

（△ ２５名）機械システム工学科

（△ ３０名）電 子 情 報 工 学 科
物質工学科 （△ ２０名）

造形工学科 （△ １０名）

繊維学部

(昼間コース)

応用生物学科 （△ ５７名）

高分子学科 （△ ９０名）

（△ ２８名）デザイン経営工学科
(夜間主コース)

応用生物学科 （△ ２０名）

高分子学科 （△ １５名）

（△ １０名）デザイン経営工学科
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教 既設学部等 現 員 新規学部等 計 画

そ の 他

員 専任教員数 うち教授 専任教員数 うち教授

組 人 人 人

工芸科学部工芸学部

織 ３３ １６ 応用生物学課程 ２６ １４ 応用生物学科から ２６（うち教授１４）人機械システム工学科

４１ ２２ 【１４】 【 ７】電 子 情 報 工 学 科

物質工学科 ３０ １８ １４ ７ 高分子学科から １４（うち教授 ７）人

（

生体分子工学課程
専 造形工学科 ３６ １５ 【 ８】 【 ４】

繊維学部 １８ ９ 高分子学科から １８（うち教授 ９）人高分子機能工学課程

任 応用生物学科 ２８ １５ 【 ８】 【 ４】

高分子学科 ３６ １８ 物質工学課程 ２２ １１ 物質工学科から ２２（うち教授１１）人

の １１ ６ 【 ８】 【 ４】デザイン経営工学科

１９ １１ 電子情報工学科から １９（うち教授１１）人電子システム工学課程
み 【 ８】 【 ４】

情報工学課程 １８ ９ 電子情報工学科から １８（うち教授 ９）人

）

【 ８】 【 ４】

２５ ９ 機械システム工学科から２５（うち教授 ９）人機械システム工学課程
【 ９】 【 ５】

９ ５ デザイン経営工学科から ９（うち教授 ５）人デザイン経営工学課程
【 ８】 【 ４】

造形工学課程 ４１ １９ 新規採用 ７（うち教授 ５）人

【１０】 【 ５】 造形工学科から ３４（うち教授１４）人

８ ５ 応用生物学科から ２（うち教授 １）人先端科学技術課程

【 ８】 【 ４】 高分子学科から ２（うち教授 １）人

物質工学科から １（うち教授 １）人

電子情報工学科から ２（うち教授 １）人

機械システム工学科から １（うち教授 １）人）

計 ２１５ １１０ 計 ２００ ９９
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教 員 数

既 研究科・専攻名 入学定員 収容定員 学位 称号 備 考編 入 学 定 員 又は 研究科等の種類

設 専任教員数 うち教授

学

部 人 人 人 人 人

工芸科学部等

の (昼間コース)

概 応用生物学課程 ５０ ２００ ２６ １４学士(農学) 農学関係

要 ５０ ２００ １４ ７生体分子工学課程 学士(工学) 工学関係

５０ ２００ １８ ９

（

高分子機能工学課程 学士(工学) 工学関係

学 物質工学課程 ６５ ２６０ ２２ １１学士(工学) 工学関係

年 ６０ ２４０ １９ １１電子システム工学課程 学士(工学) 工学関係

進 情報工学課程 ６０ ２４０ １８ ９学士(工学) 工学関係

行 ８５ ３４０ ２５ ９機械システム工学課程 学士(工学) 工学関係

終 ４０ １６０ ９ ５デザイン経営工学課程 学士(工学) 工学関係

了 (昼夜開講）

時 造形工学課程 １２５ ５００ ４１ １９学士(工学) 工学関係

の (昼間コース)

工学関係状 学部共通 ４５ ９０ 学士(工学)

況 (夜間主コース) ８ ５

先端科学技術課程 工学関係

）

４０ ５ １７０ 学士(工学)

計 ６２５ ５０ ２６００ ２００ ９９

校 専用 190,101㎡ 共用 ㎡ 共用する他の学校等の専用 ㎡ 合計 190,101㎡ （共用する学校の名称）

地 【 26,000】

校 専用 95,390㎡ 共用 ㎡ 共用する他の学校等の専用 ㎡ 合計 95,390㎡

舎 【 32,065 】

役員会決議 教育研究評議会決議当該設置に 平成１７年 ６月２０日 平成１７年 ６月２０日

（決議・決議予定） （決議・決議予定）係る決議等

Ⅰ 設置の趣旨及び必要性

設 （ａ）教育研究上の理念，目的

１ 幅広い教養と高い倫理性を有し，自らの構想力と遂行力によって２１世紀の産業，社会，文化に貢献できる工科系専門技術者を養成すること

置 を目的とする。

２ 現在は，学部・学科と教育課程があまりにも一体化しているために社会の変化に柔軟に対応するのが困難な状況にある。このような硬直化し

の た現状を打破し，教育を革新していくため，課程（プログラム）中心の教育へ移行する。

３ すなわち，学部・学科の障壁を除き，学部・学科制にとらわれない課程制に再編成し，教育プログラムに応じて教員が相互に連携して教育に

趣 あたり，教育内容，教育指導を豊富化して教育の充実を図るとともに，科学の進歩や社会の変化に柔軟に対応できる高度で多様な教育を実現す

る。

旨 ４ また，各学科に設置されていた夜間主コースは，これを集約して，バイオテクノロジー，ナノマテリアル，ナノテクノロジー，インフォメー

ションテクノロジーといった２１世紀の社会の発展を目指す重点領域を念頭に置いた先端科学技術課程（夜間主コース）に再編し，密度の高い

等 少人数教育を行う。

の （ｂ）どのような人材を養成するのか（卒業後の進路をどう考えるのか）

１ 応用生物学課程は，生物学と生化学を基礎として生命現象を解析し，生命，生物資源，地球環境に関わるバイオテクノロジーを的確に活用で

概 きる専門技術者。卒業後は，バイオ系産業や大学院に進学して次世代型のゼネラル・バイオテクノロジストとしての活躍が期待される。

２ 生体分子工学課程は，生体関連物質の化学と工学に関して十分な基礎知識と応用能力を身につけ，将来の技術革新に対応できる専門技術者。

要 卒業後は，医薬，医用工学，化学，製造などの幅広い産業分野において将来の技術革新に対応できる人材として活躍が期待される。

３ 高分子機能工学課程は，機能性物質や高分子機能工学に関して十分な基礎知識と応用能力，将来の技術革新に対応できる専門技術者。卒業後

は，化学工業や製造業などにおいて活躍が期待される。

４ 物質工学課程は，環境・資源・エネルギーなどを広い立場から考え，地球環境，人類社会と調和した科学，技術の発展に貢献する専門技術

者。卒業後は，民間企業，官公庁等での活躍が期待される。

５ 電子システム工学課程は，電子，通信，電気，制御工学の基礎知識・技術を修め，素養と応用力・実践力の基礎を身につけた専門技術者。卒

業後は，家電産業，通信制御などの分野において活躍が期待される。

６ 情報工学課程は，情報，通信，ネットワーク，システム制御分野の基礎知識・技術を修め，素養と応用力・実践力の基礎を身につけた専門技

術者。卒業後は，IT産業において活躍が期待される。

７ 機械システム工学課程は，最先端の科学・技術を用いて，新しい機械の開発やシステムの構築ができる専門技術者。卒業後は，車，車両，自

動化などの製造業や住宅産業において活躍が期待される。

８ デザイン経営工学課程は，ものづくりを企画・立案し，マネジメントできるリーダーシップを持った人材。商品開発の段階（着想，商品化，

普及過程）毎の必要な能力を有する人材。卒業後は，幅広い企業においてコーポレートデザインやマネジメント部門においての活躍が期待され

る。

９ 造形工学課程は，造形制作・製作に関わる基本工学技術を踏まえ，生活環境，文化の充実に寄与できる専門技術者，デザイナー。卒業後は，

建設業，住宅産業，官公庁などにおいて建築家，あるいはデザイナーとしての活躍が期待される。

10 先端科学技術課程は，基本工学技術とバイオテクノロジー，ナノマテリアル，ナノテクノロジー，インフォメーションテクノロジーの各工学

先端分野に関するいずれかの知識を踏まえ，社会に貢献できる人材。卒業後は，先端産業における分析技術者やシステムエンジニアとしての活

躍が期待される。

11 上述の工科系専門技術者のほか，大学院へ進学して高度専門技術者あるいは研究者を目指す人材を育成する。

Ⅱ 教育課程編成の考え方及び特色

（ａ）教育課程編成の考え方

１ 幅広い教養と基礎・基本を重視した専門教育を充実するとともに，専門に関する高い能力を涵養するための教育課程を編成する。

２ 学修に柔軟性をもたせ，学生が主体的に学び自らが知識体系を構築することを目的に，授業科目を必修科目，選択科目と科目区分の範囲内か
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ら一定の単位を履修する選択必修科目に区分する。

３ 卒業に必要な単位を１３０単位（先端科学技術課程を除く）と設定し，授業科目は，学部共通科目である「言語教育科目」と「人間教養科

目」及び課程毎に開設する「専門教育科目」と「卒業研究」に区分する。

４ 「言語教育科目」は，専門知識を習得する手段として貢献すると同時に，国際化の進展に対応できる実践的な語学力を身に付けることを目的

としている。さらに，それぞれの文化圏についての幅広い知識を獲得するために「英語」，「ドイツ語」，「フランス語」，「中国語」を開講

する。「英語」の一部必修科目を含め言語教育科目全体から１０単位以上の修得を義務付ける。

５ 「人間教養科目」は，専門的知識を真に生かすために，幅広い視野をひらくことを目的とし，「京の伝統・芸術と先端科学・技術」，「科学

技術と人間環境・倫理」，「人と社会」，「こころと歴史」などの科目群を設け，一部選択必修科目を含む１６単位以上の修得を義務付ける。

６ 各課程に開設する「専門教育科目」は，各課程の専門教育の学修に必要な専門基礎科目（数学，物理学，化学，生物学，情報など）と課程毎

の専門性を身に付ける課程専門科目で構成し，各授業科目を必修科目，選択必修科目及び選択科目に区分し，課程毎の卒業要件に従い９０単位

以上の修得を義務付ける。

７ 「卒業研究」は，必修科目とし，既に学んだ知識を基礎にして自ら課題を設定・解決し，その成果を卒業論文として完成させるよう指導す

る。また，大学院へ進学する場合には，修士教育への準備教育と位置づける。

８ 夜間主コースの「先端科学技術課程」では，卒業に必要な単位を１２４単位と設定し，授業科目は，「言語教育科目」，「人間教養科目」，

「専門教育科目」に区分する。

○ 「言語教育科目」は，「英語」１０科目を開講し，「英語ⅠＡ」と「英語ⅠＢ」を含む６単位以上の修得を義務付ける。

○ 「人間教養科目」は，「産業と人間」，「社会と歴史」，「科学と生命」，「ものづくりと企業戦略」の科目群を設け，一部選択必修科目

を含む２４単位以上の取得を義務付ける。

○ 「専門教育科目」のうち，専門教育の学修に必要な専門基礎科目（数学，物理学，化学，生物学，情報など）を１，２年次に配当する。

○ また，２年次には，「生命物質科学技術コース」または「設計工学技術コース」のいずれかを選択し，そのコースに沿って配置されたコー

ス専門科目を履修する。

○ さらに，３年次からは「生命物質科学技術コース」にバイオテクノロジーとナノマテリアル，「設計工学技術コース」にナノテクノロジー

とインフォメーションテクノロジーの各工学先端分野に沿って配置された専門科目を履修し，一部の必修科目，選択必修科目を含め「専門教

育科目」全体から各自の専門指向性と進路設計に基づき８０単位以上の修得を義務付ける。

（ｂ）教育課程編成の特色

１ 本学の学風を生かした個性的な人間教養科目群を設けバランス良く履修させることで、幅広い教養と高い倫理性を備えた人材の育成を図って

いる。

２ 学年進行とともに専門性を高め，幅広い教養と高い専門性が身に付くよう授業科目をくさび型に配置している。

３ 上記は，学部・学科の障壁をなくし，全学のリソースを動員することにより，真に課程の実質化，高効率化が図られるものである。




